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＜連絡事項＞

・4/9　日勤チーフ　相馬SGM→秋山Nsへ変更。

＜患者様連絡事項＞

・中川原　義雄様～継続指示）強力ポステリザン軟膏　10本処方。
・立花　榮子様～不眠時）ルネスタ(1)2T/5回分処方。

・新町　徳雄様～食事・水分摂取量が少ない事から、点滴2本/日　3日分処方となる。尿量の低下や浮腫増強時は、フロセミド(20)1/2Aまたは1Ai.v.の指示。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。開放観察実施中。午前、表情の硬さは見られるが、過度なスタッフコールや女性スタッフを呼ぶ事はなく問題行動なし。引き続き、精神症状の観察を行い、現実検討促すよう対面看護行っていく。

・池野　功一様～身体拘束中。バイタルサイン異常なく、酸素飽和度95％で経過。小声での独語や要求が聞かれるが、易怒性、興奮、粗暴性はなく安静臥床中。内服はムセ込みがある事から見合せている。引き続き、身体管理と精神症状の観察を行い、ADL低下を防止するよう看護ケア行っていく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・新町　徳雄様～朝食は1口でむせ込み中止。昼食はゼリー1個摂取しむせ込み中止。体温37.1℃。他バイタルサイン異常なし。食事量・水分量少ない事から、点滴2本/日　3日分処方。昼夜逆転予防の為、日中の覚醒を促して行く事とし、引き続き、身体管理と肺炎防止するよう看護ケアを行っていく。

・小舘　アツ子様～食事は「お腹が空かない」と1/4程度の摂取。水分は適宜摂る事ができている。下痢は改善傾向、妄想発言は聞かれず経過。日課の介助要求が多く、依存傾向であり、臥床傾向。

引き続き、身体症状・精神症状や睡眠状況の観察を行っていく。

・嶋守　京子様～スムーズに言葉を発する事ができているが、的外れな行動や不満様の訴えをしてきている。食事は全量摂取するが、気分のムラがあり、自力摂取する事や全介助要求する事などがある。頚部の後屈は続いている。

引き続き、精神症状の観察を行っていく。

・坂上　忠三郎様～帰宅要求頻回に聞かれ、ユニットから出ようとする事があり介入要している。介入に易怒的となったりする事はない。引き続き、認知症状を観察していく。

・畠山　正治様～深夜帯、赤褐色尿が見られており、担当医へ報告。経過観察となっている。以後、尿性状は異常なし。不調はなく経過。

＜措置入院患者様＞

・吉島　知寿子様～気分高揚さが見られるが、他者トラブルや問題行動はなく、睡眠も良好。引き続き、精神症状の変化に注意し、観察行っていく。

・高橋　伸治様～日課や他者交流も問題なく経過している。幻覚・妄想の訴えはなく経過。今後の方向性について、PSWへ進捗状況を確認しながら進めて行く事としている。

・坂本　恵様～幻聴はあるものの、日課は問題なく行っている。措置解除に向けての家族面談の設定、家族の意向確認を早急に行う事。

・三浦　久司様～精神症状の目立った変化はなく過ごしている。部屋内の乱雑さが見られ、指導、介入を要している。引き続き、精神症状の観察を行い、確実な服薬ができるよう管理し、病識確立できるよう対応していく。

・藤井　崇史様～気分高揚さあり、声高さや多動さが見られているが、他者トラブルなく経過。引き続き、精神症状の変動に注意し、担当医へ情報提供していく。

